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　今月号の表紙は南方曼陀羅の風景地「九龍島」です。

　古座川の河口付近から沖合約１ｋｍの海上に浮かぶ南北約

１６０ｍ、東西約１７０ｍ、標高３１ｍの小さな島です。頂部に

は海上安全・大漁を祈願して弁財天が祀られています。平成２７

年１０月に南方熊楠ゆかりの場所１３ヶ所が「南方曼陀羅の風

景地」として国の史跡に名勝されました。九龍島はそのうちの

一つで、熊楠がオオタニワタリの生息地としての重要性を主張

した場所となっています。

表紙文化財紹介表紙文化財紹介

南方曼陀羅の風景地「九龍島」南方曼陀羅の風景地「九龍島」
国指定文化財国指定文化財 記念物（名勝）記念物（名勝）

平成27年10月7日指定平成27年10月7日指定

みなかたまんだらのふうけいち くろしま



公民館報くしもと　第95号　

　

令
和
２
年
度
第
16
回
串
本
町
民
音
楽
祭

の
開
催
要
項
案
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
民
音
楽
祭
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音

楽
愛
好
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
趣
向
を
凝
ら
し

た
演
奏
等
を
行
い
、
毎
回
盛
り
上
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
多
く
の
出
演
者
の
皆
様
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
、
町
民
音
楽
祭
を
成
功

さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

開
催
に
向
け
て
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

趣
　
旨

　

串
本
町
の
文
化
活
動
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

町
民
各
位
の
音
楽
鑑
賞
と
発
表
の
場
を
作

り
、
よ
り
良
い
音
楽
活
動
と
文
化
づ
く
り

に
寄
与
す
る
。

主
　
催

　

串
本
町
・
串
本
町
教
育
委
員
会

　

串
本
町
音
楽
協
会

日
　
時

　
【
器
楽
・
合
唱
等
の
部
】

　

令
和
３
年
３
月
７
日（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら

　
【
バ
ン
ド
の
部
】

　

令
和
３
年
３
月
14
日（
日
）

　

午
後
１
時
か
ら

場
　
所

　

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

ジ
ャ
ン
ル

　

器
楽
演
奏
・
詩
吟
・
邦
楽
・
民
謡
・
吹

奏
楽
・
コ
ー
ラ
ス
・
バ
ン
ド　

他

参
加
資
格

　

串
本
町
内
に
在
住
す
る
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
（
町
外
に
在
住
す
る
方
で
も
、
町

内
の
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い
る
方
は
参

加
で
き
ま
す
。）

※

カ
ラ
オ
ケ
は
全
体
で
３
組
ま
で
と
し
、

申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

演
奏
時
間
等

　
【
器
楽
・
合
唱
等
の
部
】

　

１
団
体
８
分
以
内

　

カ
ラ
オ
ケ
は
１
曲
（
２
コ
ー
ラ
ス
迄
）

　
【
バ
ン
ド
の
部
】

　

１
団
体
25
分
以
内

参
加
申
込

〈
申
込
先
〉

　

串
本
町
教
育
委
員
会　

教
育
課

　

串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３
５
（
６
２
）
０
０
０
６

〈
申
込
締
切
〉

　

１
月
13
日（
水
）　

午
後
５
時
ま
で

リ
ハ
ー
サ
ル

　
【
器
楽
・
合
唱
等
の
部
】

　

３
月
５
日（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　

３
月
６
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　
【
バ
ン
ド
の
部
】

　

３
月
12
日（
金
）

　

午
後
６
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

　

３
月
13
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

そ
の
他

○
申
込
締
切
後
、
出
場
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
編
成
会
議
を
行
い
ま
す
。

○
応
募
状
況
に
よ
り
、
開
催
日
程
等
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
リ
ハ
ー
サ
ル
、
本
番
と
も
、
円
滑
な
運

営
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
よ
り
、
急
遽
中
止
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
配

布
し
ま
す
の
で
遵
守
し
て
く
だ
さ
い
。

第
16
回

町
民
音
楽
祭

〜
開
催
要
項
案
が
で
き
ま
し
た
〜

　公民館報くしもと　第95号

　

11
月
６
日（
金
）
か
ら
８
日（
日
）
の
３
日
間
、
町
立

体
育
館
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
、
特
別
展
示
場
に
お
い
て
、

第
16
回
町
民
総
合
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
総
合
展
は
、
町
民
の
美
術
に
関
す
る
愛
好
心
と
、

鑑
賞
力
を
啓
発
し
、
美
術
作
品
の
創
造
意
欲
を
盛
ん
に
す

る
と
共
に
、
町
の
文
化
向
上
、
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

生
花
、
押
し
花
、
山
野
草
、
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
、
書

道
、
俳
句
短
冊
、
手
芸
、
切
り
絵
、
ち
ぎ
り
絵
、
俳
画
、

写
真
、
工
芸
、
絵
画
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
が
約

６
６
０
点
出
展
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
串
本
古
座
高
校
美
術
選
択
生
の
作
品
や
、
ア

ト
リ
エ
く
じ
ら
も
ぐ
ら
の
絵
画
作
品
な
ど
も
出
展
さ
れ
、

例
年
よ
り
も
出
展
数
の
多
い
賑
や
か
な
町
民
総
合
展
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
特
別
展
示
と
し
て
、
串
本
い
や
し
の
会
に
よ
る
太

平
洋
戦
争
の
記
録
展
が
開
か
れ
、
戦
争
地
の
写
真
や
遺
品

を
展
示
し
て
い
ま
し
た
。

町民総合展町民総合展第16回第16回

写真写真

絵画絵画

アトリエくじらもぐらアトリエくじらもぐら

太平洋戦争の記録展太平洋戦争の記録展

美術選択生合同作品美術選択生合同作品 書道部合同作品書道部合同作品

手芸手芸

山野草山野草

生花生花

串本古座高校生徒作品串本古座高校生徒作品
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秋
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
町
民
大
運
動
会
は
、「
町
民
総
合
体
育

大
会
」
と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催

の
翌
年
、
昭
和
40
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

当
時
は
地
区
対
抗
の
競
技
大
会
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
徐
々
に
運
動

会
の
よ
う
な
種
目
が
増
え
、
平
成
17
年
の

二
町
合
併
時
に
名
称
も
町
民
大
運
動
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

11
月
15
日（
日
）
町
役
場
古
座
分
庁
舎

３
階
大
会
議
室
に
て
第
３
回
串
本
町
中
学

生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
は
、

発
表
者
が
面
白
い
と
思
っ

た
本
を
持
ち
寄
り
、
順
番

に
一
人
５
分
間
で
紹
介
し
、

２
〜
３
分
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
の
後
、最
後
に「
ど

の
本
が
一
番
読
み
た
く
な
っ
た
か
」
を
基

準
に
観
戦
者
が
投
票
を
行
い
、
最
多
票
を

集
め
た
物
を
「
チ
ャ
ン
プ
本
」
と
し
ま
す
。

　

当
日
は
、
町
内
中
学
生
６
名
が
発
表
を

行
い
、
チ
ャ
ン
プ
本
に
『
む
か
し
む
か
し

あ
る
と
こ
ろ
に
、
死
体
が
あ
り
ま
し
た
』

（
青
柳
碧
人
著
）、準
チ
ャ
ン
プ
本
に『
ユ
ー

ト
ピ
ア
』（
湊
か
な
え
著
）
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

昭
和
44
年
11
月
号　

公
民
館
報
内
で
一
番
古
い
町
民
体
育
大
会
の
記
事

平
成
元
年
12
月
号　

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た

平成17年12月号　二町合併後初開催

【チャンプ本】発表者
清野　健太郎さん（写真右）
【準チャンプ本】発表者
古久保　初那さん（同左）

過
去
の
公
民
館
報
か
ら
〜
町
民
大
運
動
会
〜

過
去
の
公
民
館
報
か
ら
〜
町
民
大
運
動
会
〜

串
本
町
中
学
生
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
大
会

第３回

　公民館報くしもと　第95号

　

10
月
24
日
よ
り
、
来
年
２
月
21
日（
日
）

に
和
歌
山
市
で
開
催
さ
れ
る
第
20
回
和
歌

山
県
市
町
村
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大

会
に
向
け
て
串
本
町
チ
ー
ム
の
全
体
練
習

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

監
督
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
久
保
浩
子

さ
ん
に
務
め
て
い
た
だ
き
、
現
在
26
名
の

メ
ン
バ
ー
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

例
年
参
加
し
て
い
た
近
隣
の
駅
伝
大
会

は
中
止
が
決
定
し
て
い
る
た
め
、
本
番
ま

で
に
経
験
を
積
む
機
会
が
少
な
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
昨
年
よ
り
も
よ
い
結

果
を
目
指
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
台
の
総
合
運
動
公
園
に
キ
ャ
ン

プ
に
来
る
団
体
が
少
し
ず
つ
で
す
が
増
え

て
き
て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で
は
日
本
新
薬

硬
式
野
球
部
が

キ
ャ
ン
プ
を
行

い
ま
し
た
。
日

本
新
薬
硬
式
野

球
部
は
毎
年
串

本
に
キ
ャ
ン
プ

に
来
て
い
る
団

体
で
、
今
回
は
、

都
市
対
抗
野
球

大
会
開
幕
前
の

調
整
と
し
て
来
ま
し
た
。

　

11
月
22
日（
日
）
か
ら
28
日（
土
）
ま
で

は
日
野
自
動
車
ラ
グ
ビ
ー
部
（
日
野
レ
ッ

ド
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
）
が
キ
ャ
ン
プ
を
行
い

ま
し
た
。

　

日
野
レ
ッ
ド
ド
ル
フ
ィ
ン
ズ
は
、
国
内

最
高
峰
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ

プ
リ
ー
グ
に
在
籍
す
る
チ
ー
ム
で
、
日
本

代
表
経
験
者
も
複
数
所
属
す
る
チ
ー
ム
で

す
。
串
本
町
で
キ
ャ
ン
プ
を
行
う
の
は
今

回
が
初
め
て
で
し
た
の
で
、
キ
ャ
ン
プ
初

日
に
は
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

県
公
民
館
優
良
職
員
表
彰
及
び
県
公
民

館
永
年
勤
続
者
表
彰
を
、
田
原
支
館
長
の

じ
ょ
う城 

す
す
む勧
さ
ん
と
樫
野
支
館
長
の
な
が永 

い
し石 

ひ
さ壽 

お男

さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
表
彰
は
、
公
民
館
に
お
け
る
活
動

が
社
会
教
育
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
地
域

の
人
々
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
貢
献
し
た

こ
と
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
、
本
県
社
会

教
育
の
向
上
と
公
民
館
の
振
興
に
寄
与
す

る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

優
良
職
員
表
彰
は
、
概
ね
５
年
以
上
勤

続
し
て
公
民
館
活
動
に
尽
力
し
功
績
が
顕

著
な
方
を
、
永
年
勤
続
者
表
彰
は
、
概
ね

10
年
以
上
勤
続
し
て
他
の
模
範
と
な
り
う

る
活
動
を
し
た
と
認
め
ら
れ
る
公
民
館
職

員
を
県
公
民
館
連
絡
協
議
会
が
表
彰
し
て

い
ま
す
。

平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら

現
在
ま
で
、

田
原
支
館
長

と
し
て
田
原

地
区
に
根
差

し
た
公
民
館

活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。
100
年
以
上
継
続
し
て
行
わ
れ
て

い
る
農
産
物
品
評
会
・
展
示
会
や
区
民

運
動
会
な
ど
社
会
教
育
の
様
々
な
活
動

に
奉
仕
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
４
年
４

月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３

月
31
日
ま
で

樫
野
支
館
主

事
と
し
て
、

平
成
25
年
４

月
１
日
か
ら

現
在
ま
で
は
樫
野
支
館
長
と
し
て
務
め

ら
れ
、
地
域
住
民
と
共
に
生
涯
学
習
の

充
実
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
年
に

渡
っ
て
の
功
績
は
誠
に
多
大
で
あ
り
、

公
民
館
活
動
以
外
で
も
串
本
民
話
の
会

な
ど
社
会
教
育
の
様
々
な
活
動
に
奉
仕

さ
れ
て
い
ま
す
。

第
20
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

第
20
回
和
歌
山
県
市
町
村
対
抗

ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走
大
会

串
本
町
チ
ー
ム
練
習
開
始

串
本
町
チ
ー
ム
練
習
開
始

ナ
ン
タ
ン
キ
ャ
ン
プ
情
報

ナ
ン
タ
ン
キ
ャ
ン
プ
情
報

公
民
館
職
員
表
彰
受
賞

公
民
館
職
員
表
彰
受
賞

公
民
館
職
員
表
彰
受
賞

公
民
館
職
員
表
彰
受
賞

城　勧　さん永石　壽男　さん



公民館報くしもと　第95号　

○
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

○
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９

万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、

学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

○
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科

学
・
情
報
・
心
理
学
な
ど
、
約
300
の
幅

広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
１
科
目
か
ら

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て

お
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の

交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に

　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
０
７
３
―
４
３
１
―
０
３
６
０
）

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

○
出
願
期
間
は
、
第
１
回
は
２
月
28
日
ま

で
、
第
２
回
は
３
月
16
日
ま
で
。

　

表
紙
で
九
龍
島
を

紹
介
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
で
は
そ
の
お
隣

の
鯛
島
を
紹
介
し
ま

す
。

　

そ
の
名
の
と
お
り

見
た
目
が
鯛
の
よ
う

な
形
を
し
た
こ
の
島

は
、
元
々
は
九
龍
島
と
つ
な
が
っ
た
一
つ

の
細
長
い
島
で
し
た
が
、
長
い
年
月
の
間

に
浸
食
さ
れ
二
つ
の
島
に
な
り
ま
し
た
。

国
道
42
号
線
沿
い
の
景
勝
地
と
し
て
親
し

ま
れ
て
お
り
、
10
月
中
旬
か
ら
２
月
中
旬

に
か
け
て
、
鯛
島
の
目
に
朝
日
が
入
る

「
金
目
鯛
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
鯛
島
の
成
り
立
ち
に
は
次
の
よ

う
な
民
話
が
あ
り
ま
す
。

　

昔
々
、
古
座
川
の
水
が
あ
た
た
か
く

な
っ
て
き
た
春
の
川
口
近
く
の
海
岸
で
、

鯛
の
子
と
蛇
の
子
が
仲
良
く
毎
日
遊
び
た

わ
む
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
年
を
重

ね
る
に
つ
れ
て
、
い
つ
し
か
お
互
い
に
恋

心
を
抱
く
よ
う
に
な
り
、
や
る
せ
な
さ
と

不
安
が
積
も
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
蛇
さ
ん
、
あ
の
ね
。
私
は
大
き
く
な
っ

た
ら
深
い
海
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
。
そ
う
し
た
ら
、
蛇
さ
ん
は
私
の
こ
と

な
ん
か
忘
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
ね
」

「
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
。
あ
な

た
こ
そ
私
が
大
き
な
蛇
に
な
っ
た
ら
、
恐

ろ
し
が
っ
て
私
に
寄
り
つ
か
な
く
な
る
の

と
違
う
だ
ろ
う
か
」

　

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
、
あ
る
年
の
梅
雨

の
時
期
に
大
雨
が
降
り
古
座
川
が
大
水
で

あ
ふ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

遊
び
場
だ
っ
た
岸
も
流
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
蛇
は
仕
方
な
く
鯛
に
別
れ
を
告
げ
濁

流
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

鯛
は
そ
ん
な
蛇
を
悲
し
く
見
送
り
、
自

分
も
深
い
海
に
帰
る
運
命
を
悟
り
深
海
へ

泳
い
で
行
き
ま
し
た
。

　

鯛
と
蛇
は
こ
の
よ
う
に
し
て
離
れ
離
れ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
お
互
い
に

完
全
に
忘
れ
ら
れ
ず
恋
し
さ
は
つ
の
る
ば

か
り
で
し
た
。
そ
れ
で
、
と
う
と
う
蛇
も

鯛
も
岩
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

集
落
の
人
た
ち
は
、
鯛
が
岩
に
な
っ
た

も
の
を
鯛
島
、
蛇
が
岩
に
な
っ
た
も
の
を

河
内
島
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
知
っ
た
弁
天
さ
ん
と
大
黒
さ
ん

は
相
談
の
末
、
鯛
と
蛇
を
合
わ
せ
て
や
る

た
め
に
漁
師
に
舟
を
つ
く
ら
せ
、
一
年
に

一
度
だ
け
、
鯛
を
舟

に
乗
せ
て
古
座
川
を

上
ら
せ
蛇
に
逢
わ
せ

て
や
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
が
古
座
の
河

内
祭
り
の
始
ま
り
だ

そ
う
で
す
。

　

国
の
文
化
審
議
会
は
、
令
和
２
年
11
月

20
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議
会
文
化
財
分

科
会
の
審
議
・
議
決
を
経
て
、「
樫
野
埼

灯
台
及
び
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件

遺
跡
」
を
国
の
史
跡
に
指
定
す
る
こ
と
を
、

文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
町
内
で
は
「
熊

野
参
詣
道　

大
辺
路
」
に
次
い
で
２
件
目

の
国
史
跡
指
定
と
な
り
ま
す
。

○
構
成
文
化
財

船
甲
羅
・
遭
難
者
上
陸
地
・
樫
野
埼
灯

台
・
樫
野
埼
灯
台
旧
官
舎
・
遭
難
者
墓

地
○
遺
跡
概
要

　

樫
野
埼
灯
台
は
我
が
国
の
近
代
最
初
期

の
灯
台
と
し
て
良
好
に
保
存
さ
れ
、
明
治

初
期
の
交
通
施
設
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
地
を
舞
台
に
発
生
し
た
エ
ル

ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
遺
跡
は
、
近
代

に
お
け
る
大
規
模
か

つ
国
際
的
な
海
難
と

そ
の
後
の
防
災
意
識

や
日
本
と
ト
ル
コ
と

の
国
際
交
流
・
慰
霊

の
歴
史
を
明
ら
か
に

す
る
貴
重
な
遺
跡
で

あ
る
。

鯛
　
島

鯛
　
島

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ

河内島と河内祭河内島と河内祭

樫
野
埼
灯
台
及
び
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
遭
難
事
件
遺
跡

国
の
史
跡
指
定
へ
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数
年
来
早
朝
散
歩
に

励
ん
で
い
る
。
明
け
る

の
が
早
い
夏
場
は
朝
日

を
浴
び
な
が
ら
快
適
に

歩
け
る
が
、
こ
の
時
期
に
な
る
と
家
を
出

る
の
が
日
の
出
前
に
な
る
の
で
灯
り
が
必

要
に
な
る
。「
冬
の
早
朝
散
歩
な
ん
て
か

え
っ
て
体
に
良
く
な
い
よ
」
と
い
わ
れ
な

が
ら
も
無
理
の
な
い
程
度
に
何
と
か
続
け

て
い
る
。
約
4
キ
ロ
の
散
歩
コ
ー
ス
は
海

に
面
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
地
な
ら
で
は

の
風
情
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。
波
の

音
、
潮
の
香
り
、
沖
の
漁
火
、
朝
焼
け
、

水
平
線
か
ら
昇
る
太
陽
…
、
中
で
も
ひ
と

き
わ
明
る
く
沖
を
照
ら
す
灯
台
の
光
の
帯

は
印
象
的
だ
。
串
本
節
に
も
登
場
す
る
潮

岬
の
灯
台
は
や
は
り
存
在
感
が
あ
る
。

G
P
S
が
普
及
し
た
今
で
は
、
灯
台
が
な

く
て
も
陸
の
位
置
は
わ
か
る
は
ず
だ
が
、

闇
夜
を
照
ら
す
灯
火
は
航
行
す
る
船
に

と
っ
て
は
心
強
い
存
在
だ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ラ
ム
の
タ
イ
ト
ル
は
「
灯
台
」

で
あ
る
。
命
名
の
経
緯
は
知
ら
な
い
が
、

串
本
で
灯
台
と
い
え
ば
、
明
治
の
初
め
に

樫
野
崎
と
潮
岬
に
建
築
さ
れ
た
二
つ
の
灯

台
を
思
い
起
こ
す
人
が
多
い
の
で
は
な
い

か
。
歴
史
研
究
者
で
あ
る
友
人
の
著
書
に

よ
る
と
、
こ
の
灯
台
は
い
わ
ゆ
る
条
約
灯

台
と
呼
ば
れ
る
も

の
ら
し
い
。
江
戸

幕
府
が
列
強
と
の

間
で
結
ん
だ
条
約

に
よ
っ
て
建
築
が
決
め
ら
れ
た
。
当
時
、

江
戸
と
大
阪
を
往
来
す
る
海
上
ル
ー
ト
は

あ
っ
た
も
の
の
、
船
の
航
行
に
役
立
つ
よ

う
な
本
格
的
な
灯
台
は
な
か
っ
た
。
国
を

開
い
て
外
国
船
を
入
れ
る
と
な
る
と
、
ラ

ン
プ
の
光
を
レ
ン
ズ
で
拡
散
さ
せ
て
沖
を

照
ら
し
暗
闇
で
も
陸
の
位
置
を
示
す
こ
と

が
で
き
る
西
洋
式
の
灯
台
が
必
要
に
な
る
。

と
り
わ
け
リ
ア
ス
式
海
岸
が
続
く
紀
伊
半

島
の
先
端
は
「
海
の
難
所
」
と
い
わ
れ
、

全
部
で
8
基
の
条
約
灯
台
の
う
ち
２
基
が

こ
こ
に
造
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
ち

ろ
ん
そ
の
頃
の
日
本
に
、
そ
れ
を
施
工
す

る
技
術
力
は
な
い
。
そ
こ
で
招
か
れ
た
の

が
イ
ギ
リ
ス
人
技
師
の
ヘ
ン
リ
ー
・
ブ
ラ

ン
ト
ン
で
あ
る
。
政
府
高
官
の
大
久
保
利

通
の
月
給
が
500
円
だ
っ
た
と
き
に
600
円
も

貰
っ
て
い
た
と
い
う
か
ら
破
格
の
待
遇

だ
っ
た
。
後
に
「
日
本
の
灯
台
の
父
」
と

も
呼
ば
れ
る
ブ
ラ
ン
ト
ン
は
日
本
滞
在
中

の
8
年
間
で
全
国
各
地
の
沿
岸
に
28
基
の

灯
台
を
建
築
し
た
。
最
初
に
手
が
け
た
の

が
樫
野
崎
と
潮
岬
の
灯
台
だ
っ
た
。

　

樫
野
崎
の
灯
台
は
わ
が
国
初
の
石
造
り

灯
台
で
明
治
3
年
に
初
点
灯
を
果
た
す
。

灯
台
建
築
用
の
石
は
古
座
川
流
域
の
宇
津

木
か
ら
切
り
出
し
た
も
の
だ
。
イ
ギ
リ
ス

人
石
工
の
監
督
の
も
と
約
150
人
の
地
元
職

人
が
不
慣
れ
な
洋
式
灯
台
造
り
に
従
事
し

た
。
手
先
の
器
用
な
日
本
人
は
す
ぐ
に
熟

練
の
石
工
と
変
わ
ら
ぬ
仕
事
を
す
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。
ド
ー
ム
型
の
屋
根
や

ダ
イ
ヤ
型
の
窓
は
ブ
ラ
ン
ト
ン
の
故
郷
ス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
多
く
見
ら
れ
る
様
式
で
、

当
時
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
こ
れ
を
し
の
ぐ

も
の
は
な
い
と
い
わ
れ
た
。

　

一
方
潮
岬
の
灯
台
は
木
材
の
梁
で
組
ん

だ
八
角
形
の
造
り
を
し
て
い
た
。
こ
ち
ら

も
洋
式
木
造
灯
台
と
し
て
は
わ
が
国
初
の

も
の
だ
っ
た
。
い
っ
た
ん
は
横
浜
の
工
場

で
組
み
立
て
ら
れ
た
後
、
解
体
さ
れ
て
船

で
運
び
現
場
で
再
び
組
み
立
て
た
。
途
中

灯
台
に
設
置
す
る
た
め
の
灯
器
や
機
材
を

積
ん
だ
英
輸
送
船
が
東
シ
ナ
海
で
難
破
し

工
事
が
遅
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ

た
が
、
同
じ
く
明
治
3
年
に
仮
点
灯
。
ラ

ン
プ
の
発
光
の
仕
方
は
回
転
式
で
は
な
く

不
動
式
に
し
て
樫
野
埼
灯
台
と
区
別
さ
れ

た
。

　

明
治
の
初
め
、
日
本
は
懸
命
に
西
洋
文

明
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
た
。
文
明
開
化

と
呼
ば
れ
る
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
は
、
東
京
や
横
浜
に
あ
っ
た
レ
ン

ガ
造
り
の
洋
館
や
ガ
ス
灯
、
鉄
道
な
ど
が

有
名
だ
が
、
紀
伊
半
島
の
南
端
に
で
き
た

二
つ
の
灯
台
も
ま
た
開
化
期
を
象
徴
す
る

建
築
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

日
本
列
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ
っ
て
太
平
洋

に
向
か
っ
て
突
き
出
し
た
形
の
紀
伊
半
島

は
、
海
を
通
じ
て
早
く
か

ら
外
国
と
の
交
流
が
あ
っ

た
場
所
だ
。
と
く
に
欧
米

の
強
国
が
日
本
に
押
し
寄

せ
る
江
戸
後
半
か
ら
明
治

初
期
に
お
い
て
そ
の
傾
向
は
顕
著
に
な
る
。

米
商
船
レ
デ
ィ
・
ワ
シ
ン
ト
ン
号
の
到
来
。

英
貨
物
船
ノ
ル
マ
ン
ト
ン
号
や
ト
ル
コ
軍

艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル
ル
号
の
遭
難
事
件
、
海

外
移
民
や
真
珠
貝
採
取
の
出
稼
ぎ
労
働
等
、

こ
の
地
に
住
む
人
々
は
半
島
と
い
う
地
理

的
特
徴
ゆ
え
に
起
こ
っ
た
様
々
な
出
来
事

を
通
し
て
海
外
と
の
接
点
を
持
っ
た
。
南

端
は
国
際
交
流
の
先
進
地
域
だ
っ
た
。

　

技
術
の
進
歩
と
と
も
に
交
通
手
段
の
中

心
が
海
上
か
ら
陸
上
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い

く
中
、
半
島
の
状
況
は
大
き
く
変
化
し
た
。

か
つ
て
は
海
を
通
じ
て
い
ち
早
く
世
界
に

開
か
れ
た
こ
の
地
は
、
時
に
陸
の
孤
島
な

ど
と
揶
揄
さ
れ
る
場
所
に
な
っ
た
。
そ
ん

な
地
域
に
ロ
ケ
ッ
ト
の
発
射
場
が
で
き
る

と
い
う
。
民
間
初
だ

そ
う
で
、
完
成
す
れ

ば
年
間
20
回
程
度
の

打
ち
上
げ
が
行
わ
れ

る
ら
し
い
。
誘
致
活
動
が
成
功
し
た
と
は

い
え
、
こ
こ
が
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
場
に
選
ば

れ
た
の
は
、
ま
さ
に
海
に
向
か
っ
て
突
き

出
し
た
半
島
と
い
う
地
理
的
要
因
ゆ
え
だ

ろ
う
。
ロ
ケ
ッ
ト
発
射
基
地
が
で
き
る
と

「
串
本
は
宇
宙
へ
の
窓
口
に
な
る
」「
串

本
は
国
際
的
な
町
に
な
っ
て
い
く
」
と
い

う
識
者
の
声
が
あ
る
。
全
国
に
先
駆
け
て

最
新
の
洋
式
灯
台
が
で
き
て
か
ら
1
5
0

年
、
南
端
が
再
び
先
進
地
域
に
な
る
と
き

が
来
る
と
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永
石　

和

灯
台
灯
台



公民館報くしもと　第95号　

　１２月より、令和元年６月号以降の公民館報くしもとを町ホームページにて公開しております。パソ
コン、スマートフォンでいつでも気軽に閲覧できますので、どうぞご活用ください。

※お使いの機種・動作環境によって表示が異なる場合があります。

成人式 教
育
課
よ
り
お
知
ら
せ

公民館報くしもとが町ホームページで閲覧できるようになりました公民館報くしもとが町ホームページで閲覧できるようになりました

○スマートフォンから

○パソコンから

令和 3年令和 3年

場　所：串本町文化センター
対象者：串本町出身者、串本町に住民登録のある方
　　　　平成１２年４月２日から
　　　　平成１３年４月１日までに生まれた方
お問合せ：串本町文化センター
　　　　　☎０７３５－６２－０００６

場　所：串本町文化センター
対象者：串本町出身者、串本町に住民登録のある方
　　　　平成１２年４月２日から
　　　　平成１３年４月１日までに生まれた方
お問合せ：串本町文化センター
　　　　　☎０７３５－６２－０００６

令和３年 1月 3日令和３年 1月 3日
13時00分開始（受付12時30分から）13時00分開始（受付12時30分から）

日

集合写真に関するお問合せ先：フジノ写真館studioFourth（☎0735－52－0073）

集合写真について
　今年度の成人式集合写真の撮影はフジノ写真館（那智勝浦町）が行います。
　集合写真購入の予約と代金の支払いは成人式当日に受付けますので、購入を希望され
る方は現金２，０００円（写真代・税込み送料込み）を持参してください。

集合写真について
　今年度の成人式集合写真の撮影はフジノ写真館（那智勝浦町）が行います。
　集合写真購入の予約と代金の支払いは成人式当日に受付けますので、購入を希望され
る方は現金２，０００円（写真代・税込み送料込み）を持参してください。
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